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コミュニティ防災意識向上のための防災ゲーミングの開発と評価
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This paper aims to develop and evaluate disaster mitigation gaming ”R-DiSa” to promote residents awareness of 
importance about community based disaster mitigation in both dimensions of resident’s self-help and mutual aid in 
community. 
 The following results were obtained by exsamnationnal gaming; 
1) Participants can get effects from the gaming process to promote awareness of importance about self-help and 
mutual aid to protect their live styles from disaster, 
2) Participants can get effects from the gaming process to participants to promote awareness of needs to expend 
economical/time cost in implement self-help and mutual aid activities to protect their live styles from disaster. 







また 2005 年の国連防災世界会議において設定された、国連加盟国の今後 10 年の防災戦略の指針である
「兵庫行動枠組 2005-2015」(Hyogo Framework for Action 2005-2015)の達成目標は、「国家及びコミュニティ











































































 なお、本ゲーミング教材は 2007 年 8 月の ver.0.51 の開発以来、試験的利用を通じて五回の改良を積み重ね
てきた。現在の最新版は、日本語版・英語版共に「R-DiSa.ver.3｣である（表 2）。
表 2：「R-DiSa」の改定履歴 
バージョン 日時 実験参加人数 実験参加者の概要 改善点
Ver.0.51 2007年8月17日 5 立命館大学政策科学部生 -
Ver.0.91 2007年10月24日 5 立命館大学政策科学部生 ・防災力得点の評価方法の改善
Ver.1 2007年11月7日 10 立命館大学政策科学部生 ・災害カードにおける被害規模の改善
・プレーヤーの追加（OL、学生）
・「地域での防災対策」に必要な日数の変更
Ver.3(日本語版) 2008年6月12日 120 立命館大学政策科学部生 ・デブリーフィング資料の改定
Ver.3(英語版) 2008年7月31日 10 ゲーミング関係研究者・院生（タイ・イタリア） ・英語版の作成


















































し、30万円を補助 170 3 5 4 14.3%
100万円の耐震補強に対
し、30万円を補助 70 2 4 4 14.3%
50万円の耐震補強に対
し、30万円を補助 20 1 3 4 14.3%
消火設備設置補助金 10万円の耐震補強に対し、5万円を補助 5 1 1 2 7.1%
災害用持ち出し袋 非常持ち出し袋を購入 5 2 1 2 7.1%
家具転倒防止器具 家具転倒防止器具を購入 5 2 1 2 7.1%
事前情報記入 事前に災害時の対処を検討し、家族で情報共有 0 2 1 4 14.3%












































1 － 0 7 28.0%
2 － 0 6 24.0%
3 － 0 5 20.0%
4 2 月額の半額 3 12.0%
5弱 3 1月額 2 8.0%
5強 5 2月額 1 4.0%
6弱 8 4月額 1 4.0%
6強 10 6月額 場合に応じて -




























大企業経営者 5点 2日 200万 20万円
会社員 7点 3日 100万 10万円
学生 2点 8日 5万 3万円
OL 3点 3日 20万 5万円

















 なお、本ゲーミング教材は本来 5 名ずつのグループで実施するものであるが、被験者が多数であることか















































事前(n=111) 2.43 4.2 3.38
事後(n=102) 2.79 4.38 2.79
得点差 0.36** 0.18 -0.59*** 
事前(n=43) 2.29 4.06 3.67
事後(n=41) 2.65 4.56 2.74
得点差 0.36* 0.5** -0.93***
事前(n=33) 2.27 4.11 3.61
事後(n=32) 2.63 4.16 3.16
得点差 0.36 0.05 -0.45
事前(n=41) 2.38 4.13 3.5
事後(n=36) 2.9 4.47 2.63


















事前 24.1% 19.6% 47.3% 65.2% 80.4%
事後 51.5% 43.7% 55.2% 55.3% 71.8%
選択割合の増加率(%) 27.4% 24.1% 7.9% -9.9% -8.6%
事前 32.0% 34.0% 87.4% 49.5% 67.0%
事後 59.2% 45.6% 70.9% 51.5% 64.0%






































8災ゲーミング教材「R-DiSa」は、2008 年 8 月にバンコク・タマサート大学で開催された、International 








さらにバンコクでの実験においては、Thammasat University の Chawaween Denpaiboon 准教授、SASARI 
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